

第８号様式（第12条関係）記載例

（表）
　年　月　日　
武蔵野市長　殿代表者住所
団体名
役職・代表名

申請者　所　在　地

団体等名称４月開設（更新）、
10月開設で異なります

代表者職・氏名　　　　　　　　　　　　

武蔵野市いきいきサロン事業実績報告書押印は不要
（メール等での提出可能）

５年４月５日
５年８月７日

５武健高 第 48号
５武健高 第 868号

　令和　　年　　月　　日付け　　　　　第　　　号で補助金の交付決定を受けた武蔵野市いきいきサロン事業が完了しましたので、武蔵野市いきいきサロン事業補助金交付要綱第12条第１項の規定により、下記のとおり報告します。３月分の月別実施状況報告書の実施回数の
最後の回数（第○○回）と
相違がないようご注意ください。


記
１　事業の実施実績

　(1)　実施日数　45　日
　(2)　多世代・共生社会推進プログラム実施日数　１　日

２　補助金の実績額等吉祥寺ささえあいビレッジ、
公園口サロン、御殿山サロン、まきばサロン、五丁目サロン

	補助金の区分
	交付決定額
（Ａ）
	支給済額
（Ｂ）
	実績額
（Ｃ）
	差額
（Ｃ－Ｂ）

	１
	運営費基本分
	250,000円
	250,000円
	250,000円
	0円

	２
	運営費　
多世代・共生社会
推進プログラム分
	6,000円
	6,000円
	2,000円
	△4,000円

	３
	活動拠点整備費
	0円
	0円
	0円
	0円

	４
	開設準備費
	0円
	0円
	0円
	0円

	５
	運営団体
継続調弁費
	100,000円
	100,000円
	100,000円
	0円

	
	合計
	356,000円
	356,000円
	352,000円
	△4,000円



（裏）

３　補助金返還額又は補助金交付請求額

　　　4,000　　　円　（　返還　・　交付請求　）します。

４　事業開始年月日及び事業完了年月日

[bookmark: _GoBack]令和　５　年　４　月　１　日から　令和　6　年　３　月　31　日まで

５　事業の成果
１年間を振り返っての活動の成果を記入してください。
例）最初は杖をついていた利用者が、年度末近くには杖なしでサロンに来られるようになった。
サロンで仲間ができ、サロン外でも会ったときにお互いに声をかけるようになった。等






６　添付資料

☑収支決算書（必須）収支決算書は全団体必須


☑多世代・共生社会推進プログラム報告シート
（多世代・共生社会推進プログラムを実施した場合は必須）

☑その他
（活動拠点整備費を請求する場合及び３万円以上の物品を購入した場合については、領収書の写しを添付）運営団体継続調弁費を使用した団体などは添付忘れがないようご注意ください

